
新体操 （女子 団体体操競技） I. H. に 関す る 一考察

佐 藤 た け

新体操 （女子団体体操） 第 1 回競技大会 は ( I. H .) 昭和43年 7 月 29 日，30 日の両
日 に亘 っ て ，広島県福山市において 行 なわれ た。

新体操 は国際競技につながる・・・・と，昨秋埼玉国体において 明示 され ，今回 その大会 を
持 たれ たもので，明 るさと希望に燃えた意欲 を全会 場にみなぎ らせ ，これ までかつて見 る
ことのない向上と発展 を示 し た。

過去の団体徒手体操競技の歴史と伝統は，われ われの魂の糧となっ て 大き く一歩踏 み出
し たのである。

この競技の発展 こそ 日本 の若 き 女 性の 「体づ くりと根 性づ くり」 に重要 な役割 を持 つも
ので，民族発展のエネ ル ギ ーとなるであろ う。若 き 女 性の無限の可能 性 を培 うことの意義
を知 らねば ならない。

私 は厳粛にこの競技を考察 し 将 来の発展にいささかなりとも寄与 し たいと思 う。

I 

日 本の全土 （沖纏を含め て ） から参加 され た各県 代表選手選手 が，退 まし く，若 く美 し
いことは過去の I .H .と変 わ りないが，「 国際競技へ」 の憧れと希望と意欲 が， 参加選手一

人一 人の若 き 生命 からほとば し り出て ，大会 に活気と輝 きとをもたらし たと，私 は受 けと
め た。歴史と伝統を踏 まえて一歩前進 し た新体操の，この第一回競技大会 ，監督 も選手 も
新 し い胸の高嗚 を示 し ，新鮮 さにみなぎ る空気 をかもし だし て いる試 合会 場 は，過去にお
いて は体験 され なかっ たもので， この新鮮 さと純粋 さを大切にし ， 来るべき 「 国際競技」
に日本 も 「 いどむ」 であろ う日を思 い ，冷静に，真剣に考察 するものである。

過去の規定種 目 伝 逹の不徹貶 が，違反 その他割 り切れ ない ものが残 っ て ，監督や 選手の
試 合意欲 を減じ たこともあり，帰県 後県体協の問 題とし て取沙汰 され た等 で，この競技に
寝食 を忘れ ，生 命 を打 ち込ん だ指導者の等 し く悩 み，苦 し まれ たことであるが，このよう
なことは，再 び繰 り返 し て はならない 。

新体操規定種 日 のこの第 1 回 大会 に表われ た演技において ，参加 46 チ ー ム ことごとく
規定違反の見 なかっ たことは実 に日本 体操協会 の伝逹 の企 画 方針の確立と，伝 達 指適の公
平 さと熱意と研究的態 度と責件感によるものである 。納 得のゆ くまで人間 的なふれ 合いの
もとに真理 を求め 合うその雰囲気 が窺 われ ，今 後のため に喜 びたい。

II 

新体操 ・ ・・・と言 う名称 から，ともすると 「今 までにない体操」 と素 人は思 うであろ うが，
専門に研究を続 けて いるものにとっ て は基 本 的に変 わ りなく，近 代感覚 をもっ て 一歩前進
し 「国際競技」 とし て 発展 させ るものであっ て ，自 然運 動が根 本 的基 盤 である。

「 動き 」 の科学性 ， 合理性 ，流 動性 ，柔軟 性 ，近 代感覚 ，豊 かな表現の舞踊 的性格 をも
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ち， かつ芸術 性 をもた らすとこ ろ までの研究と計 画 的ト レ ー ニ ン グで， 日 本 の若 き 女 性の
動き の美の開拓に役立ち， 文化的な近代感覚豊 かな 品 位 を培 い， 社会生活， 国民生活の向
上に寄 与 するので はな いだ ろ う か。女 性 こ そ は民族 発 展の鍵で あると， 私 は信 じ て う たが
わな い。

今回の規定種 目 の 「ね らい」 は， 私な りに次のよう に受 けとめた 。この点から， 参加 し
た 46 チ ー ム を考 察 し今 後の向 上 発 展の一助とし た い。

1 .  動き の自 然性とリ ズ ム
2 .  動き の 「 ア ク セ ン ト」と流 れ
3 .  動き の節 度
4. 脱力と弾性と振 動の調和
5 .  踏切 りと着地の脚 関節の柔軟 性
6 .  空間における姿勢 （胸椎， 股 関節の柔軟 性）
7 .  回転のア ク セ ン トとリ ズ ム （重心の引 き 上げ方と脚のテ ク ニ ック ）
8. 重心 移動のタイ ミ ン グ
9 .  演技種 目 全体の 「 動き の流 れ」

10 . 空間構 成とリ ズ ム 構 成 の把握
1 1 . 運 動と音楽 の渾然一体
12. 女 性 らし い美 し さと品位 ある演技

以 上 12 項目 を通 し て私な りに考 察 するもので ある。

III 

「 動き の自 然性」 は最少 限 度 のエネルギ ー を持 って， 目 的とする最 大の価値 を示 すもの
で あり， かつ動き の自 然性と流 れをかもし 出すた めの必 要欠 く べ からざ る 「脱力」 の把握
で ある。今 回の大会参加 46 チ ー ム の中， その多 数が 「脱力」 を完全に近 く 体得 されて いた 。
過去 10 数年間 I . H. を見 つづ けて 来た私 は，すば らし い進歩で あり向 上で あると感 じ た 。
し かし脱力 された 上体 を支持 する脚の弾l生の自 然性 を欠 く チ ー ム もかな り多い。上体 を意
志の力で完全に脱力 し， こ れを支持 する脚の膝， 足首の関節に柔軟な弾 性のあることが ま
た 自 然で， な お脱力 された 上体自 体にも，柔軟な 静 かな弾 性がともな わ な ければ な らな い。
こ の弾 性が 動き の発 展 をもた らす原 動力 で ある。

一 つ一 つの動き に自 然のリ ズ ム の存在 することを無視 し， ポ ー ズにとらわ れる恨みが感
じ られるチ ー ム もあった 。ボ ー ズ からポ ー ズヘ 移動する運 動にあらわ れる力 の作 用を利 用
する能力の結 びつき が ，自 然運 動で あり， 自 然のリ ズ ム で あり， 運 動の流 れで ある。動き
を合理的に，力学 的に， 美的に構 成 されることが， 自 然で 美 し い 「 リ ズ ミ カル」 な運 動を
創造 するもので， 美 し い動き の流 れとリ ズ ム の流 れは自 然でな ければな らな い。 ポ ー ズに

とらわ れた不 自 然な不合理な 動き は美の創造 も，無限の可能 性 も， 生 命の力 も惑知 出来な
い。鋭 い感覚で把握 し体 得させ る研究の必要性 を痛感せ ざ るを得な い。

次に 「 ア ク セ ン ト」， 動き に はア ク セ ン ト は欠 く べ からざ る要素で ある。脱力 し た腕，
脚， またしま 上体 を振 動させ る， 回旋 させ るにぱ， その重 さを利 用するた めに， おのず から
「 ア ク セ ン ト」 をつけねばな らな い。脱力 のまま上体の回旋 を行な う ことは不可能で ある。

試 みに糸 の端に重 い ものを結 びつけて 回 し て み る時に， 重 さの利 用， 力学 的な 法 則に思



新体操 （女子団体体操競技） I . H. に関す る 一考察 91 

いをいたすな ら ば， 「 ア ク セ ント」 の重要性が う なずけ る こ と であろ う 。
運動 の節度と 重心移動が正確に行 なわれない点も見 のがせ ない。 緊張 と 解緊 のバ ラ ンス

の崩れはポ ー ズ に と ら われる憾みから もた らす と こ ろ で， こ こ にも自 然性， 合理性， 力 学

的 な法則を思い起 こ さねば な ら ない。 力 強 い美， 柔軟で のびやかな美， リ ズ ミ カ ルな美 の
創造 を促進させねばな ら な い のである。

跳躍運動は如 何に長時間 （瞬間的 ではあるが） 空間に高く， 全身を支 えるかにある。 踏
切り， 空間 のポ ー ズ， 着地。 踏切 りは， 脚関節 の柔軟性 と 弾力 性 と 重心移動 の タ イ ミ ング が
力学的 にかつス ピ ー デ ィ に行なわれるかが重要で， こ れら の総合 された力 こ そ 空間に全身
を支 える原 動力 である。 空間に全身 を支 える時間 の長短が空間におけ る創造力 を促進す る
も ので， 意志的 に コ ント ロ ー ルされた情緒的な， 女 性的 な美 し いポ ー ズ の創造も， 空間 の時
間と 高さを身につけ た上は， 至難ではない。 特 に空間時 に胸椎 の柔軟性 と 股関節 の柔軟性

が乏 し い こ と ， 着地においても脚関節 （膝， 足首） の柔軟性に欠け ， 弾力 性を失ってい る

ため に， 次へ の動きが切断されがちで， 運動 の自 然な流 れも リ ズ ム も崩されている。 軽快
でダイ ナ ミ ッ ク で のびやかな， 上に力強い跳躍連動 の美 し さは， 若さ の特権であり， 若い生

翁 の力 ではないだ ろ う か。 私は若さ の象徴 と し て， 躍動 の美 の育成 を高く評価す るも ので
あるゆ えに， 跳躍運動 の向 上発展 にはマ ッ ト運動 に よ る徹底 し たト レ ー ニ ング の必 要性 を
痛感せ ざ るを得ない。 強 い運動 の中において の柔軟性をマ ス タ ー す る こ と は急務である。

回転運動 の 「 ア ク セ ント と リ ズ ム 」 について考察 す るに， そ の合理的， 力 学的 に把握され

ているチ ー ム がはなはだ僅少 であった。 回転 の軸 と なる脚， 上体 の緊張 （重心 の引きあげ）
と バ ラ ‘ノス の不確実 さ ， 回転 の瞬間的モ ー シ ョ ソ とア ク セ ソトによっ て巧みに回転す るカ

の生み出 し 方， 回転 の持 つ自 然 の リ ズ ム と ス ピ ー ド の コ ント ロ ー ルを身につけ ねばな ら な
い。 私 は 「 コ マ 」 を回 す時 の力 の利 用 とテ ク ニ ッ ク で， モ ー シ ョ ン と ア ク セントを考究 し

た こ と を思い起 こ し た。 「 コ マ 」 の心棒が垂直である こ と ， 摩擦面 が小であるこ と ， そ し
てモ ー シ ョ ソ と ア ク セ ‘ノト の調和 し た タ イ ミ ングに よ って回転力 を生み， そ の回転力 と 回

転数が， しま じ め は強く早く， 次第に弱 くゆ るやかになる。 こ の 自 然 の リ ズ ム を知 る こ と が
回転 の美 し さをより豊かに創造 し表現される のである。 回転はス ピ ー ド感 と 滑 ら かさ の持
つ自 然的な リ ズ ム をマ ス タ ー し て， より効果的 に利 用 し て こ そ舞踊的性格を帯びた美的感
覚豊かな回転連動へ発展す る のではなかろ う か。

音楽 と 運動 と の結 合 をもってい る運動である こ と によって， 舞踊的な性格を帯び， ダイ
ナ ミ ッ ク に創造され， 一連 の価値 （動き の性格 と 動き の自 然性をマ ス タ ー す る） を意識 し，
こ の音楽的連動をと ら えてゆきたい。

音楽 の持 つ力 ぱ疲労を軽減す る こ と は周知 の と こ ろ で， 疲労 の軽減は身体 の発育 と 美育

の促進をもた ら す こ と は明 ら かで， 音楽的な運動 の重要性 と そ の価値を， 今回 の規定種 目
は明 ら かに し た も の と 私は受け と め る。

今 回 の新体操規定種 目 は， 過去 の団体徒手体操に見 ら れない と こ ろ の舞踊的性格を帯び
た点が若き女 性に親 し まれ， こ れを行な う 喜び と 楽 し さを与えた と 見 ら れる。 近代の女性

に適応 した種 目 が 目 ざ ま し い向 上 をもた ら し た と 言えよ う 。

空間構成， リ ズ ム 構成もこ れまでに見 ら れない新鮮な舞踊的 性格を帯び， 動き の流れが
女性 の美 し さ の強調 に悔い ないと こ ろ が， 指尊者に選手に意欲を燃やす要素 と なっている
こ と も見 のがせ ない。
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46 チ ー ム の演技を私なり の受け と め 方で考察 した ， あり のままを示すと ， A, B , C 

の三 グルー プに大 別される。 A は 日 本体操協会 の 「ね ら い」 にあまり遠くない チ ー ム ， B

は 「ね ら い」 の七 ， 八割程 度 のチ ー ム ， C は 「ね ら い」 の五 ， 六割程 度 に到達してい る と
見 ら れるも のである。

A 12 チ ー ム ， 参加 チ ー ム の 26 % 
B 26 11 5 6  % 

C 8 18 % 
沖縄チ ー ム は本 国 に遠く ， 伝逹講習へ の参加も思うに任せない 点 を克服して の参加 に敬

意 を持 つも のである。 研究 の場 の開拓は沖縄 自 体 の問題ではあろ うが ， 最も近い九州 ブ ロ

ッ ク の友情 と連け い と によって ， ひ と りぽ っちで研究する沖籠 の退 ましい 「根性」 を見捨
ててはなら ない ， と 私 の心は痛む。

採点 の結果 「勝った」 「負け た」 と いうこ と も試 合 をする以上絶対重要ではあるが， 「勝
てる」 と 言うこ と の基盤は ， 正しい運動を行なうこ と でなけ れば 「 国際競技にい どむ」 こ
と は望めない。 真理を追究し ， 基本的なも のを 確保して発展させてこそ 「勝利」 へ の鍵 と
なる のである。

IV 

自 由 種 目 の手具体操 （ ボ ー ル） は 規定種 目 と 明確に異 って ， 独創 性をもった 創作でな
け ればな ら ない。 純粋 に体操的でなけ ればな ら ない。 体操 の要素 を満足させなが ら ， 美し

く組合 せ ら れた流れ の合理性 と ， 全体 と して の調和 のある 「 リ ズ ミ カ ルな構成」 でなけ れ
ばな ら ない。 手具 （ボ ー ル） の特性を尊重し ， これを生かし体 の動き と よく一致し ， 手具

によって運動 をより強化させた特有 のも のでなけ ればな ら ない。 かつ体操 と して の 「ね ら
い」 である限 り全身 の均斉な発達 と 他力 を培うも のでなけ ればな ら ない。 と 私は受け と め
てい る。

日 本体操協会が今回 ， 新体操 自 由種 目 の構成 ， 難度要素等 につい て明 ら かに示された点
は将来へ の発展に大きな道しるべである。 私は ， こ の明示された要項を踏えて ， 近き将来
「 国際競技にい どむ」 基盤 と なる今回 の こ の大会を考察 する態度 と して ， きびしく ， かつ
真剣 に と り組ん だ のである。

1 .  規定種 目 に求め る構成 ， 難度を基盤に ， より高度であるべきである。
2 .  体操 と して の 「ね ら い」 を把握。
3 .  舞踊的な性格をど のようにマ ス タ ー し ， 動きに生かしてい るか。
43 独創的な創造 と そ の価値。
5 .  空間構成 の変化が単調 でなく調和的に行なわれてい るか。
6 .  演技 の力量 と 創作された作品 と がマ ッ チしてい るか。
7 .  難度 の高い 運動をただ連ね るこ と で高度 の体操 ， 一連 の体操 と して の ， 動き の流れ

を忘却されてはい ない か。
8 . 演技者が意志 のままに身体 を支配し ， 作品 が総 合的に美 の育成に寄与されてい るか。

9 . 個性尊重 ， 県民性尊重 の特有な創作作品 である と 共 に ， チ ー ム の心地よい 調和 によ
り一層安定感ある美 の創造がなされてい るか。

10 .  音楽 と 運動が結 合され， 動き の 「 イ メ ー ジ」 を助長し， より表現能力 を高め てい るか。
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11. 動き の自 然性のリ ズ ムとテ ク ニ カルなリ ズ ム が調和し，美 しく表現 されて いるか。
12. 演技者の生命 からほ と ば しり出る，人間 的力 が，美 しい表現の中 に脈打 って いるか。

全参加 チ ー ムとも体操 の 「ね らい」 を忘却 された演技を見 なかった点 は，規定種 目 伝 達
時に おける日 本 体操協会 の指導の賜 であろ う。 私ぱ規定の構 成 ，難度 を基盤に ，よ り高 度
であるべ き だ，との信念 を持 つ故に ，作 品 の難度の低いものがかなり多くのチ ー ム に見 ら
れた点 を指摘せ ずに いられない。 規定種 目 に おいて ，自 己の身体 を完全に近 く支 配 出来得
る演技者が，手具 （ボ ール） を持 ったことに よ って ，その構 成 も難度 も低められることは
納 得出来ないものを感じざ るを得ない。

自 由 に ，独創的に創造 する自 由種 目 が 「体操 のね らい」 を充分に把握 されて いながら，
何故に 「 低いもの」 でよ しとするのか，また， あき らめなのか，自 分に甘える心の表わ れ
ではないだろ うか。 規定種 目 を基盤に一歩踏 み出して ゆ く研究意欲と，自 らに き びしい鞭

と励 ましが望 ましい。
手具の特質 を大切に しこれを生 かし，手具と体とがよ く一致 して 運 動をよ り強 化するこ

とが重要 である。 ポ ールという不安定な手具のために ，ともすると忘 れられる恐 れを感知
した。 不安定なボ ールを安定するところ までマ ス タ ー するに は，合理的，力学 的に追究し，

真理 を踏 まえた団結 ある 「トレ ー ニ ン グ」 を行 なって いない うらみを持 たないわ けに ゆ か
なし ‘o

自 由種 目 に は一層舞踏 的な性格 を持 つ要素 をかなり多く持 つもので，演技者の個性尊重，
県民 性尊重 ，彼 女等の若 い日 常生活 からに じみ出る未 来への夢 ，その夢 こそ次代への力 で
ある。 こ うした創造に よ る自 由種 目 の創 作 作 品 は，若 ぎ 生命 を感 じ させ るものでなくて は
ならない。 若 き 生命の力 ，清 らかに気高 く，退 ましく美 しい女 性の人間性 そのものであり
たし ‘o

ダイナ ミ ッ ク な跳躍運 動を次 々と行 なって ，難度の高 いものとして構 成 された作品 はあ
まりに も淋 しく私の心 は痛む。 女 性 らしさをよ り美 し く育成 する目 的も，また一連の純粋
な体操として の流 れも，美 しいリ ズ ム構 成 も忘 れられた作品と受げとめざ るを得ない。 彼
女等の日 常生活 からにじみ出た独創 的な創 作 作 品 は，動き の流 れ，リ ズ ム の流 れに もおのず
から複雑で変 化に富 み，未 来への夢 を綴 り出す生命の力 は安定感 をもたらすであろ う。 単
調 でス ピ ー ド惑一色に塗 りつぶ された作 品 は彼 女等の若 き 生命の力とは受 けとめられない。

跳躍運 動の重要性と美の要素 もまた時代感覚の上からもすぐ れたものであるが，強 い運
動の中に おいて も，頸椎 ，胸椎 ，腰椎の柔軟 性 ，弾力 性 が望 ましいのである。 若 き 女 性の
のびや かな美 しいボ ー ズ をかもし出す自 然性とテ ク ニ ッ クとの調和する 「 動き の究明」 に
心 いたさねば ならない。 「国際競技に いどむ」 ために も，強 い運 動の中に おける柔軟 性の
確保 こそ舞踊 的性格 を帯 びた美 しい動きとボ ー ズ を芸術 的感覚に まで発 展 し得るのではな
いだろ うか。

演技中の 「ス テ ッ プ」 に独創 的なもの，民族 的な色彩 をかもし出すものを見 出せ なかっ
た点と，行 なわ れる 「ス テ ッ プ」 の粗雑 さを感じた。 脚の支 配力 を高 め， そのテ ク ニ ッ ク
が表現 を助長し，動き のイメ ー ジ をよ り強調 的に行 ない得ることは，指導者 も演技者も知
るところ であるが，ト レ ー ニ ン グ の不足 から悩 みながらも目 的に到達 出来ない うらみ出 あ
ろ うが ， 「ス テ ッ プ」 に おいて も充分舞踊 的性格 を帯 びた独創 的で民族的色彩 をか もし 出
す， すぐ れた脚の支 配力 が望 ましい。
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全 身 を支える 「脚」 のす ぐ れた支 配力 が，如何に全 身の動き を意志のままに支 配 し， リ
ズ ミ カ ルな美 しい 動き の流 れと，気品 の高い表現 をもたらす ものであるかを改 めて 考えて
ほ し い 。

音楽と運 動につ い て規定種 目 で述 べたが，自 由種 目におい て は一層 音楽と運 動との結 合
をもって い る運 動であることによって ，舞踊 的性格 を帯 びた，純粋 な一連の体操 ，芸術 的
感覚 をもたらし た音楽 的な運 動の重要と，その価値を再認識 されたい 。なかには音楽 の受
けとめ方の甘 さを 感 じ ざ るを 得ない ものもあって ， 音楽 のイメ ージと動き のイメ ー ジに
「 くい ちがい」 があり， 美 し い表現 ど ころ か， ただ音楽 は 「タ ク ト」とし て存在す るに過
ぎ ない ことは，音楽 的な運 動とは受 けとめられない 。

ボ ー ルの丸 く愛 らし く，弾力のある快 さと，若 く新鮮 な女性の，明 日へ 前進す る生命の
力 も忘 れられたものに感 じ られて ，ものたらなさと淋 し さが残 されたのではなかろ うか。
動き のイメ ー ジと音楽 のイメ ー ジ を結 合す る必 要性 ，重要 な創造の課程におい て一体 化さ

れ なければ ならない 。別 々 な立場 で創 作され，作曲 されたところ に 「 くい ちがい」 も生ず
るであろ う。し かし 現段階におい て は言 うはや す く，行 なうことの至難 である実体 はどの
よ うに開拓 し ，克服ず べき かに悩 まざ るを得ない 。

自 由種 目演技参加 の 46 チ ー ム につい て厳粛に私 なりに 考察 し たありのままを述べ ると，
大別 し て三つ のグルー プになる。A は規定種 目 を基盤に発展 的に空間構成 ，リ ズ ム 構成 を
考究され，難 度 も高く，手具の特質 を尊重 し体の動きとよくマ ッチ し ，かつ強 化し て 音楽
的な運 動に到達 し たと見 られる力 量と，独創 的な創 作作品 が女性 らし さと美し さを助長し ，
品 位 をかもし 出し て い る一連の純粋 な体操とし て の 「ね らい」 を踏えて ，芸術 的感覚の表
現につとめて い るものである。

B はA をや や 低い 程 度 に感 じ られるものと，総括 的にダイナ ミ ック のみにとらわ れて ，
一連の美 し い体操 ， リ ズ ミ カ ルな音楽 的運 動とは受 けとめにくい点もあるが，個々 の演技
者の熟練 度と集団の結 びつ き から受 ける若い生命の力 がほとば し り出て い ると感 じ たもの，
またこれとは全 く別に総体 的には低い 弱い表現の創 作ではあるが，独創 的な安定感と豊 か
な美し い 女性 らし さと品 位をかもし 出し て い るものである。

C は規定種 目 を基盤に考究し ，創 作されたと感 じ られない もの，明示 された要素につ い
て そのとらえ方の甘 さ，手具 を持 って い る運 動ではあるが，その特質の究明 を置き ざ りに
し た上に，手具と体 は全 く一致 をみられない もの。音 楽 的運 動には遥 かに遠いところ にあ
る作品 ，独創 的な魅力 も若い生命の力 も，美し い 女性 らし さも乏 し く，単調 そのものと受
けとめざ るを得ない ものや ，音楽 が運 動と別 々 なもの等 である。

以上述 べた三 グルー プを示 し て今 後の発達に幾分 なりと寄 与 し たい願い である。
A 10 参 加 チ ー ム 中 22 % 
B 29 
C 7 

63 % 
15 % 

今回 の審判によ る競技成 績とは関係 なく， 飽 くまで私 なりの考察 のままであることを明
ら かにし て 置き たい 。

V 

新体操国際競技連盟に加盟 された今 日の日本 の新体操 ，世界に伍 し て ，日本 民族の女性
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の 力 量と， 根 性 を発 揮 する期 が来たの だ。夢 ではない 。過去の歴 史と伝統とながい 間 こ の
発 展 をもたらした競技の 基 盤 を，生 命 がげ で築い た多くの 先輩 の 労苦に報い る期 がつい に
目 前に来たの である。歴 史と伝統はわ れわ れの 魂の糧であるが，世界に眼 を大き く見 開い
て ，真理 を求 めこれを追究して ，明 日 へ の若い力 を育成 する喜 びを持 つ幸せ を全国 の 指導
者の 結集によって 築 き たい ，いや 築 かねば ならない 。

女 性 こそ英知と寛 大さと育 成 の 喜 びを持 つ天分 を与えられて い るの ではな い だろ う か。
今 回 の 第1 回 新 体操競技大会 で，今 後の練習 の ためにしみじ み感知 したことは，前にも述
べ たが，頸椎 ，胸椎 ，腰椎の 柔軟 性の 育成 ，跳躍の踏切 り，空間 での 柔軟 で美しい 若 さ の
みなぎ る表現， 着地 （弾［生の利 用） ，特 に音楽と連 動の結 合によって ，舞踊 的 性格 を帯 びた
音楽 的運 動で芸術 的感覚 をかもし 出 す独創力 を培 こう必要 性 を痛 感 さ せ られるの である。

故藤村 ト ヨ が 「今 後の 体操 は音楽と結 合さ せねば 発 展 がない ・ ・ ・ ・ 」，「運 動をすることに
よって女 らしさと， 美 しさ が培わ れなければ ならない ・ ・ ・ ・ 」 の 信念 で今 から 50年前 すで
に強調 さ れ，真剣に教育さ れたことは，実に世界 的感覚 である。今 日 の 「国際競技」とし
て 発 展 を見 るに至 った日 本 の 新体操 の 「母」 である。

この尊 大な足跡 を大切に心に深 く 刻 ん で， 若 き 力 を尊 び， これを伸展 さ せ る義務 と 責任
と喜 びをひ しと感 ずる。

「国際競技にい どむ」 日 の近い 日 本 の 新体操 を急速に培 かわねば ならない この期にあた
って， 私見の 一端 を述べ て 置き たい 。

今 回 の 競技会 における審判構 成 が，国際競技大会と等 しく制定さ れたことは，これから
のため に飛躍的前進で あ る と 大会 に出 場 し た監督 も 演技者も 等 し く 惑知 さ れたであ ろ う。

国際競技のルールに従 って 行 なわ れたこの 大会 審判構 成 を尊重 し，そ の 質 の 向 上と発 展
に日 本体操協会 は努力 さ れ，ブ ロ ック 大会 に， I . H. に審判の実力 の 向上をより高度に示
し， 「国際競技大会 予選会 」 を持 つにあたって ，万全 を期 したいと願 ご うもの である。

審判と競技の 発 展 はあなど ることの 出 来ない強い 関連性の あることは周知 のところ で，
謙虚に，平静に，そ して真剣にルールの研究と演技種 目 の究明に全力 を傾注 さ れたい 。幸
い 日 本 の 新体操 の 基 盤 は世界と等 しい 動き の 自 然運 動である。動き の テ ク ニ ックとト レ ー

ニ ン グに合理的 ，力学 的に究明 を重ね られ ，指導方針と計 画 に万全 を期 し，指導陣 を確立
する暁には，案 ずるより速 かに 「国際競技」 にい ど む若い 力 を培 かい 得るであろ う・ ・ ・ ・ 。

1967年コ ペ ン ハ ー ゲ ンにおい て持 たれた国際競技や その他 この種 の 競技にながい研究
を続 け芸術体操として世界に示 したソ ビニ ト等 も，自 然運 動を基 盤に発 展 さ れたもの で，
音楽 的運 動として情緒 的な芸術性 をかもし出 し，女 性の みの もつ美の創造へ の テ ク ニ ック
であることは，フ ィ ルム を通して わ れわ れの視覚に心にとらえられて い ることである。

日 本 が藤村 ト ヨ ，伊沢 ヱイによって早 くから体操 の 基 盤とする自 然運 動を研究伝 達 さ れ
て い たことを，改 めて その偉 大さ に限 りない 敬意 を持 たずにい られない 。世界に目 を開 い
て研究することの重要 性とともに，日 本民族 性豊 かな表現 を心 ゆ くまで，ふ りまける力鼠
を培 こうことを願 うもの である。
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